
議
員
提
出
第
二
十
五
号
議
案

た
ば
こ
税
増
税
に
反
対
す
る
意
見
書

平
成
二
十
二
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
省
は
政
府
税
制
調
査
会
に
対
し
て
、
健
康
増
進
・
喫

煙
率
減
少
を
目
的
と
し
て
、
た
ば
こ
税
増
税
を
要
望
し
て
お
り
、
今
後
そ
の
行
方
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
製
品
た
ば
こ
の
販
売
数
量
は
、
喫
煙
と
健
康
問
題
に
関
す
る
意
識
の
高
ま
り
や
喫
煙
規
制
の
強

化
、
成
人
人
口
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
十
年
連
続
し
て
減
少
し
て
お
り
、
ま
た
、
喫
煙
率
も
既
に
欧
米
並
み

に
減
少
し
て
い
る
。

ま
た
、
た
ば
こ
に
か
か
る
税
は
、
国
・
地
方
を
合
わ
せ
て
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
な
ど
、
他
の
作
物

に
比
し
て
突
出
し
た
税
率
と
な
っ
て
お
り
、
担
税
力
は
既
に
限
界
に
達
し
て
い
る
。

喫
煙
と
健
康
問
題
に
関
し
て
は
、
喫
煙
者
と
非
喫
煙
者
が
共
存
で
き
る
社
会
の
実
現
、
分
煙
対
策
の
徹
底

を
目
指
す
べ
き
で
あ
り
、
消
費
削
減
等
を
意
図
し
た
懲
罰
的
な
増
税
は
、
断
じ
て
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。ま

た
、
現
在
、
大
分
県
で
は
、
耕
作
人
員
三
百
二
十
三
名
、
耕
作
面
積
六
百
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
販
売
高

約
三
十
億
円
の
た
ば
こ
耕
作
を
行
っ
て
お
り
、
本
県
農
業
生
産
に
お
い
て
も
大
変
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い

る
。こ

う
し
た
中
、
た
ば
こ
税
の
増
税
が
な
さ
れ
る
と
、
た
ば
こ
離
れ
に
一
層
拍
車
が
か
か
り
、
こ
う
し
た
消

費
の
減
少
は
、
た
ば
こ
耕
作
者
、
た
ば
こ
小
売
業
者
を
始
め
と
す
る
た
ば
こ
産
業
全
体
に
打
撃
を
与
え
、
ひ

い
て
は
地
域
経
済
・
地
域
農
業
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
十
分
考
慮
し
、
安
易
に
た
ば
こ
税
の
増
税

を
行
う
こ
と
の
な
い
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
日

大
分
県
議
会
議
長

安

部

省

祐

衆

議

院
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長

横

路

孝

弘

殿

参
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議

長

江

田

五

月

殿

内

閣

総

理

大

臣

鳩

山

由
紀
夫

殿

国

家

戦

略

担

当

大

臣

菅

直

人

殿

総

務

大

臣

原

口

一

博

殿

財

務

大

臣

藤

井

裕

久

殿

農

林

水

産

大

臣

赤

松

広

隆

殿


